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　6・　台風により災害が起こった日との関係

　台風の接近，上陸によって本邦に災害が起こつた件数

87回について月齢との関係をみると第3図㊤ようにな

る．

　前項において災害発生の極大は新月のあとにみられた

が，台風災害との関係では満月のあとにみられる．

　次に，台風災害は気圧のはげしい変化と関係するから

月齢別の気圧変化と比較してみた．宮崎における月齢別

の気圧変化3）を示すと第3図のとおりである．これと第

3図◎を比較すると気圧の低極は災害の高極とだいたい

逆位相を示していることがわかる．

　7．　ま　と　め

　第3図◎に低気圧，前線，台風による気象災害の起日を

示すが，上弦，下弦のころに災害が多いことがいえる．

　8．　む　す　び

　気象災害は上弦，下弦のころによく起こっていること

がわかった．この結果はアメリカで見い出されたものと

大体一致しているが，今後資料を整理して再検討した

い．
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昭和41年度日本気象学会賞，藤原賞候補者推薦について

日本気象学会賞・藤原賞候補推薦委員会

　昭和41年度学会賞，藤原賞の推薦について一部の会員

には下記の依頼文をお届げしましたが，一般会員の方か

らも御意見があればふるって御推薦をお願いします．な

お推薦用紙は学会事務局にありますから御請求下さい．

（前略）

　私ども（下記）はこのたび昭和41年度日本気象学会賞

および藤原賞候補推薦委員に命ぜられましたが，つきま

しては両賞の審査の資料として各関係分野での，それぞ

れの適当候補者（共同班究を含む）1名を御推薦いただ

ければ有難く存Uます．日本気象学会賞（副賞付）は

「原則として前5ケ年間の気象集誌に発表された論文を

審査してその中から気象学に関し，重要な研究をなした

者」を，また藤原賞（副賞付）は「気象学の応用に関す

る調査，研究，総合報各，著述等により，日本の気象学

および気象技術の向上に寄与した者」をそれぞれ候補者

として推薦委員会が選び，理事長はこれを「常任理事会

にかけ，全理事に対し，無記名によってその可否を投票

させ」て選定されるものでありまして，参老までにこれ

までの受賞者氏名をあげれば別紙の通りであります．御

推薦は別紙候補者推薦用紙に御記入の上，勝手ながら，

昭和40年12月15日までに下記推薦委員会宛御送り頂げれ

ば幸に存じます．

　送附先　東京都文京区弥生2丁目

　　　　　東京大学地球物理学教室　柳井　気付

　　　　　日本気象学会賞・藤原賞候補者推薦委員会
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